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本日の内容
1. 金沢大学の近年のトピック
2. 金沢大学附属図書館の紹介 : ラーニング

コモンズ整備を中心に
3. AL型授業に対応して大学図書館には何が

求められているか？
4. 金沢大学附属図書館での活動の紹介

授業内／授業外
フォーマル／インフォーマル

5. 成果・課題・今後の展望
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1．金沢大学の近年のトピック



トピック（１）世界に伍する研究大学へ
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トピック（２）SGU事業

金沢大の国際化を促進する
事業（2014~2023）

（典拠）https://sgu.adm.kanazawa-u.ac.jp/
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トピック（２）SGU事業
H26 SGU事業構想調書中の

附属図書館に関する記述

英語以外を禁ずる日本人と留学生の交流スペース！
留学生ラーニング・コンシェルジュ！！
＝大学図書館にとっては、かなりの難題 6



Acceleration Program for University Education Rebuiｌding : AP

トピック（３）AP事業

金沢大でのアクティブ・ラーニング（AL)
型授業を促進する事業(2014~2019)

（典拠）http://apuer.adm.kanazawa-u.ac.jp/ 7



（典拠）http://apuer.adm.kanazawa-u.ac.jp/

トピック（３）AP事業

ラーニングコモンズ等
の学修環境の整備

＋
アクティブ・ラーニン
グ・アドバイザー制度
（ＡＬＡ）の実施

国際基幹教育院
高等教育・開発支
援系の教員が中心
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トピック（４）一括入試

（出典）金沢大学文系後期一括理系後期一括入試案内2018

Ｈ29（2017)～
附属図書館内
でも活動

1年次は「総合教育
部」に所属
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２．金沢大学附属図書館の紹介
ラーニングコモンズ整備を中心に



キャンパスの立地
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大学図書館の立地

中
央
図
書
館

自
然
科
学
系
図
書
館
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一度に来ると気軽に
キャンパス外には行
けない立地
＝滞在型キャンパス





蔵書冊数 192.8万冊
- 中央図書館 121.4万冊
- 自然科学系図書館 42.4万冊 ※自動化書庫あり
- 医学図書館 24.5万冊
- 保健学類図書室 4.4万冊

雑誌所蔵タイトル数
- 印刷版 36,274 タイトル
- 電子ジャーナル 7,853 タイトル

（典拠）金沢大学附属図書館概要2018

図書館基本統計
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中央図書館 1989年開館

カフェを含むラーニング・コモンズがオープン

ラーニングコモンズ(中央図書館)
→ ■2010年3月 改修
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改装前 改装後

閲覧カウンター前
利用者用PCコーナー

利用者用PC数は減少
椅子も減らした

ラーニングコモンズ(中央図書館)
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入館ゲート横スペース
新聞閲覧台＋テレビ＋
カード目録

カフェ＆ギャラリー
スクリーン＋音響
新聞＋TV＋気軽な雑誌

ラーニングコモンズ(中央図書館)

改装前 改装後
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ラーニングコモンズ(中央図書館)

オープンスタジオ
予約なしで利用できるグループ学習室
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ラーニングコモンズ(中央図書館)

グループタジオ
予約して使うグループ学習室
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■2010年3月 改修

SGU事業に対応し、国際交流スタジオを整備

ラーニングコモンズ整備 Pt.2
→ ■2016年3月 改修
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ラーニングコモンズ整備 Pt.2
2016年3月 3館でLC整備
自然図は新設、中央図と医学図は改装
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• ラーニング・コモンズ
でAL型授業（が行わ
れることがある）

• 可動式家具が活発に利
用されている＝学習の
活性化

• ただし、「友達としゃ
べりながら勉強」とい
うスタイルが大半

• ガラス壁の効果で「会
話可能スペース」が明
確化＝一般閲覧スペー
スは静寂化

ラーニングコモンズ整備の効果

医学図書館は、2階全体をＬＣとしたが
静謐空間のまま＝ガラス壁がないと意図
が伝わりにくい＋医学系の特性（？）
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大学図書館未来構想

１０年後を目指して、ワンストップで学生支
援を行う未来図書館構想を立ててほしい。
「図書館」と呼べるのか分からないが…

場所は〇〇が良い。

学修支援活動は、先取りして実施してほしい。

山崎光悦学長
H29年度、学長の指示で図書館委員会で「構想」を策定。
詳細→ http://library.kanazawa-u.ac.jp/index.php?key=jok3ea8ld-
9#_9 23
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3. AL型授業に対応して大学図書館
には何が求められているか？



25

「アクティブラーニング」一般化のきっかけ



「アクティブ・ラーニング（AL)」の定義

一方向的な知識伝達型講義を聴く（受動的）
学習を乗り越える意味での、あらゆる能動的
な学習のこと。能動的学習には、書く・話
す・発表する等の活動への関与と、そこで生
じる認知プロセスの外化を伴う。
（溝上（2014））

※金沢大のAP事業で採用している定義
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AL型授業の技法と戦略
学生のALを促す活動や仕掛けが設計された授業
＝「AL風味」があればよい＝ゆるめの定義
タイプ 主導形態 AL型授業と

しての戦略性
技法・学習活動例

タイプ１ 教員主導・
講義中心型

低 コメントシート・ミニッツペーパー、小
テスト、宿題（予習、演習問題、e-
Learningなど）、クリッカー

タイプ２ 中～高 ディスカッション、プレゼンテーション、
体験学習

タイプ３ 学生中心型 高 協同学習・協調学習、調べ学習、ディ
ベート、ピア・インストラクション、
Problem-/Project-Based Learning、
ソクラテスメソッド、ケースメソッド、
発見学習、ピアラーニング、フィールド
ワーク

溝上(2014,p.71)の図を金沢大国際基幹教育院・杉森公一准教授が改変したもの 27



ALに対する教員の本音（？）
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※このツィートは現在は削除されています。



どう思いますか？



基本的にそのとおり。

◎AL型授業のベースは「基礎
的な知識」。これが前提条件

△知識を蓄えるための方法については、
伝統的な方法（講義・読書）だけが良
いとはいえないのでは？

要は学生
のやる気

次第
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ALに対応した大学図書館の役割
役割１ 資料整備

ALの前提となる基
礎知識の提供

シラバス掲載
図書や学生用
図書 等

今後は電子書
籍化？Eラー
ニング化？

役割２ 環境整備

AL型授業の場の
提供

AL型授業そ
のものの実施

館内のラーニ
ング・コモン
ズの活用

役割３ サービス

AL型授業を支援する
場とサービスの提供

予習・復習の
場

学修相談（ピア
サポート＋アカ
デミック・アド
バイジング）

役割4 全体として

学修のモチベー
ションアップ

知的刺激を与
える各種活動

インフォーマ
ルな雰囲気で
の学び
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ALに対応した大学図書館の役割
主な役割は、授業外での自学自習支援（役割
３）とインフォーマルな教育活動の実施（役割
4）
（そう考える理由）
① ALのメインは授業内なので間接的支援になら

ざるを得ない
② 自学自習が金沢大学の教育の基本
③ AL型授業は授業内だけに留まるものではない
④ 研究者や学習者に「ひらめき」「刺激」を与

えるのも図書館の役割の一つ
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4.金沢大学附属図書館での
活動の紹介



どういうスタンスで実施しているか？
• 前述の役割１～４を意識しつつ、試行錯誤中
• 次の２軸で枠組みを作ることができる。

– 軸１：授業内で行う／授業外で行うもの
– 軸２：学問関連の支援（フォーマル）／モチベー

ションアップの活動（インフォーマル）
• 図書館職員は教育・学修支援の専門家でも、

各学問分野の専門家でもない。
＝学術情報の管理・探索・活用の専門家

→ 図書館単独での実施は無理
→ 学生・教員との協働による実施
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AL型授業支援の分類
授業内

授業外

フォーマルインフォーマル

共通教育科目の担当
大学・社会生活論
情報処理基礎

ゼミ単位説明会
希望に応じて実施

図書館企画によるセミナー
レポート作成基礎講座 等

学生用図書の提供

学修相談
ラーニング・アドバイザー
留学生ラーニングコンシェルジュ

図書館ビブリオバトル

English Hour!

図書館グローバル・カフェ

図書館ブックトーク

凡例
□ 図書館員が実施
□ 教職員＋学生で実施
□ 学生が実施
□ 図書館員＋教員で実施
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共通教育科目の担当(1)
大学・社会生活論「大学図書館の利用法」

全新入生対象の「図書館
オリエンテーション」的
授業

全図書系職員が分担
各学類教員の体験談＋案

内DVD視聴＋スライド説
明＋穴埋めシート

36

ＡＬを直接支援するものではないが
授業方法はやや「ＡＬ風味」あり



共通教育科目の担当(2)
情報処理基礎「学術情報の探し方」

全新入生に対する「学術情報探
索法入門」（OPACとCiNii
Articlesの利用法中心）

全図書系職員が分担
OPAC動画事前視聴＋スライドで

説明＋実習＋LMSで課題 37



ゼミ・研究室単位説明会
各学類の教員からの要望に応じた説明

内容：情報処理基礎」
と同様＋館内ツァー
担当：中央図書館係＋

各館図書系職員
2017年度 19件515人
初学者ゼミ向け＋3年生

向け中心

38

リピーターが多い。特に医学・看護系は毎年恒例化
助産学特論、看護研究概論、看護研究方法特論

その他、学類全体からの依頼もあり
医学基礎配属向け文献収集法



学修相談(1)
ラーニング・アドバイザー（LA)
上級生がLAとなって館内で平日午後2コマで学修相談
H27-29学内GP予算(中央＋自然)→H30予算カット（中央のみに）
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学修相談(2)
留学生ラーニング・コンシェルジュ(LeCIS)
 留学生(院生)がLeCISとして、館内で平日午後2コマ学修相談
 H27～現在SGU予算で実施。

日本人学生の語学学修支
援や国際交流活動も実施

中央図書館ではLAと一緒
に実施

現メンバーの出身国
中国(6)、インドネ
シア(2)、カンボジア、
タイ、マレーシア、
ブラジル
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学修相談(3)
アカデミック・アドバイザー(AA)

• 中央図書館では、国際基幹教育員のAA教員が、LAや
LeCISと同じ部屋で学修相談に対応

• 総合教育部学生の学類選択についてのアドバイジングは
図書館以外で実施
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学修相談(4)
時間割
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学修相談（5）
相談件数の推移と課題

▲課題
• 相談件数が少

ない
• 担当者による

変動が大きい
• 本来期待され

ている役割と
のズレ

◎今後への期待
実施場所の変
更後、LAは増
加傾向

43



図書館企画によるセミナー(1)
レポート作成基礎講座

図書館職員＋LA+LeCIS
デスクでの相談に加えて、試

験期前（Q2+Q4）に実施
近年はLAやLeCISと分担して

複数回実施
導入「悪いレポート例」→ス

ライドで説明
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図書館企画によるセミナー(2)
卒論スタート講座

図書館職員＋LA
 LAの自主企画としてH27

に実施
その後、図書館員との共

催でQ4末に実施
図書館員が卒論執筆の流

れを説明＋文系・理系の
LAの体験談
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LA企画によるセミナー
学長奨励賞受賞者に聞く 大学での勉強法

今年度、LA自主企画で実施
試験期前（Q2）に実施
「学長奨励賞受賞者」（成績

優秀者）にLAが学修法を質問
その後、参加者から質問
好評につきアンコール実施
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図書館ビブリオバトル
AA教員が司会 →学生がお薦め本をプレゼン
→投票→チャンプ本

大学間連携協働教育推進事業とし
てH25にスタート後定着（年6回） 47

半分遊び？



English Hour!
• SGU事業で求められている国際交流スタジオでの日常的国際

交流が目的。＝英語学習ニーズもありQ1-Q2は盛況。
• AA教員 or LeCISが総合司会。アイスブレーク→各回のテーマ

に沿って各テーブルで留学生と日本人学生が英会話
• 英語ネイティブに近い「短期留学生」も各テーブルのファシ

リテータとして活用
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図書館グローバルカフェ
• 図書館職員が司会→留学経験

学生＋留学生が体験談を発表
• ドリンクサービス付き
• その他のパターンも検討中
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図書館ブックトーク
• 教員による「おすすめ本」等に関するトーク（聞き手はLA)
• 図書館報「こだま」連載記事との連動企画として1回目を実施
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カフェでの活動色々
カフェでの勉強を好む学生は非常に多い。
留学生の利用も多い。
「滞在型キャンパス」でのカフェ効果は大きい。
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カフェでの活動色々
音楽イベント
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カフェでの活動色々
ギャラリースペースでの展示
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（参考）従来からの図書館サービス

資料の貸出・返却

レファレンス・ＩＬＬ

自動貸出返却装置

コピー＆プリンター
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5. 成果・課題・今後の展望



◎成果 △課題
◎図書館員と学生・教
員の協働による学修支
援体制の定着

△デスクでの相談人数
を増加させること＝
ニーズが見えない

LAの企画力を生かし
た、学修支援活動の実
施

教員・授業との連携の
強化＝全学的に取り組
むべき内容

図書館サービスの活性
化＝各種活動がつな
がってきている

継続性＝個人の資質に
左右されない体制へ＝
専門職＋研修制度

56

成果と課題



いちばんの問題（私見）は…
図書館員として、どこまで学修支援を担

当すべき？図書館員の枠を外すべき？
大学職員としては、どこまでやるべき？
事務職員の仕事なのか？
担当するのに必要な資質は何？…
といったことについて（全国どの大学で
も）、意見が統一されていないこと。
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1. 共通教育科目（特に初年次教育＋理系
基礎科目）の支援メインのLAへ

2. 一括入試合格者の学類選択，リメディ
アル教育支援等への関与を探る

3. 類似の学生支援の統合（ALAとTAとLA
／チューターとLeCIS）

4. 全学的な「KUGSサポートネットワー
ク（部局が連携した学生支援構想）」
の中に位置づけられた活動にすること
⇔現在は図書館単独の活動

58

今後の計画・目標・課題



各大学の学内構想の中への位置づけ

59

図書館(員)には
何が期待され
ているのか？

★ハード面

未来図書館構想

★ソフト面
KUGSサポート
ネットワーク

★国際化

SGU事業

★授業のAL化

AP事業

各大学のミッションに応じて検討



半分、青い。

60

半分、先生。
これからは学内のどこかに

学修支援コーディネータ
（URAの学修支援版）
が求められるのでは？
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